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２Ｕ-９(Ｐ) 　ケアハウスに関する基礎的研究（第i報）

　　入居理由及びサービスに対する評価について

聖霊女子短大　○佐々木久長　　佐藤衛子　　佐藤了子

〔(社)日本家政学会

〔目的〕現在最も注目されている新しい老人福祉施設であるケアハウスにおける生活の実

態を把握することを目的として行った。なお。第１報では、入居理由とサービスに対する

ニーズと評価の関係を明らかにする。

　C方法3秋田市内に平成９年４月に開設されたケアハウスの入居者を対象に、事務室を通

して、入居者のポストにアンケート用紙を配布し事務室窓口に提出してもらった。98名中、

回答のあった37名を対象とした（回収率37.8%）。調査実施時期は平成10年１月。

　〔結果〕（1）入居理由（複数回答）としては「老後の設計として決めていた（46%）」「一人

暮らしの不安・不便をなくしたい／家族に負担をかけたくない（43%）」「費用の面で意向と

あっていた（38%）」が多かった。（2）ケアハウスに対するニーズは以下のように分化してい

ることがわかった（食事の提供＝個室の提供＞入浴の提供＝緊急時の対応＞職員による相

談＝趣味・娯楽面）。（3）提供されるサービスに対する満足度（職員＝入浴一部屋＝施設＞

食事）の順番で、最もニーズの高い食事に対する満足度が最低であった。（4）サービスから

考えた利用料については2/3が「妥当」と、1/4が「高い」と評価していた。（5）満足度が低

い人は利用料を高いと評価する傾向が見られた。

2 U-10(P) 　ケアハウスに関する基礎的研究（第２報）

　　入居に伴う生活環境の変化と健康状態について

聖霊女子短大　○佐藤衛子　　佐藤了子　　佐々木久長

〔目的〕第１報に続き、入居前の居住形態、入居に伴う生活の変化、健康状態などについ

て報告する。

　〔方法〕第１報に同じ

　〔結果〕(1)入居前の住宅形態は｢持ち家(50X)｣｢賃貸住宅(26!l!)｣で、いずれも満足して

いた人が多かった(7U)。(2)以前の居住地の方が「買い物に便利(4osi;)｣で、ケアハウスに

入居したことで｢外出の機会が減った(58%)｣｢生活費が増えた(42!l!)｣という変化が生じ

ていることがわかった。(3)現在の健康状態については(5段階評価で)｢3:普通(375!)｣

に次いで｢4:あまりよくない(32!O｣が多＜、日常生活において身体の面で不自由を感じる

ことが「時々ある(37%) Jとクロスした結果、全体の約1/4が問題を抱えていることがわか

った。なお定期的に通院していないと答えたのは(10!l!)であった。(4)2/3以上の人が、同年

代の人に比べて自分は｢幸せ(32!l!)十やや幸せ(37%)｣だと評価していた。(5)年収は約半数

が200～300万円程度で、毎月の生活費は｢８万円未満｣と｢20万円以上｣が共に全体の約

２割で最も多かった。
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